
 

 

 

 

 

 

公開イベント「国際安全保障と核兵器」（仮）の開催について 
 

１ 要旨・目的 

核兵器への依存が高まる中、深刻化する国際安全保障環境に対する理解を深めるため、

各地域から専門家を招いて公開イベントを開催する。 

 

２ 現状・背景 

  へいわ創造機構ひろしま（略称ＨＯＰｅ）は、核抑止に頼らない安全保障研究を進めて

いる。 

昨今の厳しい安全保障環境下において、県民に対して核兵器を取り巻く安全保障の課題

をより深く理解してもらうための機会を提供し、核兵器のない世界の実現に向けた具体的

な貢献につなげていくための契機とする。 

   

３ 概要 

(1)  開催主体 

へいわ創造機構ひろしま 

   (構成 広島県、広島県市長会、広島経済同友会、広島大学ほか 計 20 団体) 

 

(2)  開催日時 

令和６年６月 16日（日）13:30～16:00 

 

(3)  場所 

広島国際会議場 ダリア①（広島市中区中島町１－５） 

※併せてオンラインでライブ配信予定 

 

(4)  実施内容 

ア テーマ 

 変容する国際安全保障と核兵器（仮） 

 

イ 構成 

○開会  

○セッション 

〔テーマ案〕 

セッション１：世界と地域の安全保障の関わりと、核兵器との関係 

セッション２：現在の国際情勢における被爆地と日本の役割 

○閉会 

   

ウ 登壇者 

  モデレーター：調整中 

  パネリスト： 

   ・マルコム・チャーマーズ 英国王立防衛安全保障研究所 副所長 

   ・岩間陽子 政策研究大学院大学 教授 

   （ほか、調整中） 

令和６年５月 17日 
課 名 地域政策局 

平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 
担当者 担当課長 西澤 
内 線 2466 

資料番号  地域６ 



 
 

  エ 参加登録 

ウェブサイト「国際平和拠点ひろしま」で５月下旬から受付開始予定 

URL: https://hiroshimaforpeace.com/ 

 

４ 予算額（単県） 

  5,338 千円 

https://hiroshimaforpeace.com/

